
風

　

土

　

記

　

二

　

題

叫
・
比
折
!
-
'
・
'
窯
非
廿
.
^

は
　
じ
　
め
　
に

1
艇
に
文
献
記
載
の
古
伝
承
を
解
釈
す
る
に
当
っ
て
は
'
「
そ
の
文
辞
の
正

確
な
把
挺
及
び
潤
色
簡
所
の
分
析
に
よ
る
原
形
へ
の
復
元
」
を
餌
二
義
と
す
る

が
,
次
い
で
こ
れ
に
関
す
る
史
料
や
地
理
的
条
件
と
の
整
合
度
を
吟
味
し
'
先

の
解
釈
の
妥
当
性
・
伝
承
の
信
岱
性
を
確
か
め
る
手
続
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
,
も
し
伝
承
(
解
釈
)
と
史
料
・
地
班
的
条
件
と
の
問
に
矛
盾
や
ず
れ
が

あ
れ
ば
・
そ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
解
釈
の
訂
正
や
、
伝
承
の
発
生
へ
変
形
・

訊
伝
過
程
の
推
定
が
可
能
な
場
合
も
あ
る
。
風
土
記
の
よ
う
に
本
文
に
脱
誤
や

作
為
の
存
す
る
対
象
に
つ
い
て
は
'
こ
の
よ
う
な
両
面
か
ら
の
考
察
を
結
合
す

る
必
要
は
大
き
い
。

以
下
,
風
土
記
中
で
解
釈
に
疑
問
の
存
す
る
黄
泉
坂
(
出
雲
一
比
治
其
奈
井

(
逸
文
丹
後
)
の
二
条
に
つ
い
て
若
干
の
私
見
を
提
出
し
て
み
た
い
。
(
な
お
'

風
土
記
の
引
用
文
は
,
秋
本
富
郎
氏
校
注
へ
岩
波
・
日
本
古
典
文
学
大
系
嵐

土
記
』
に
よ
り
、
数
字
は
そ
の
所
出
真
数
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
そ
の
他
'
引

用
文
の
傍
線
・
伐
点
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
。
)

出
中
天
社
駅
か
ら
東
北
へ
山
間
を
バ
ス
で
分
け
入
る
こ
と
約
半
時
間
で
'
平

中
　
　
村
　
　
宗
　
　
彦

〓
　
　
　
⊥
　
　
巨
-
I
*
-
-
1
∵
　
>
　
∴
　
　
　
∴

杵
築
埼
(
日
御
碕
)
の
東
に
当
る
。
角
川
版
日
本
地
名
大
辞
典
の
説
明
に
よ
る

と
'

猪
日
,
猪
目
川
が
地
内
の
ほ
ば
中
央
を
北
抗
す
る
地
域
。
北
部
は
日
本
海

に
接
し
,
湾
口
東
に
岩
が
二
つ
あ
り
へ
こ
の
岩
が
猪
の
目
に
似
て
い
る
の
で

名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
(
雲
聖
心
一
ほ
と
ん
ど
が
山
あ
い
の
地
。

と
記
さ
れ
る
。
出
雲
風
土
記
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

字
賀
郷
　
郡
家
正
北
1
十
七
塑
廿
五
歩
。
所
レ
造
天
下
天
神
命
'
嬰
坐

神
魂
命
御
子
綾
門
口
女
命
.
。
爾
時
女
神
不
レ
肯
'
逃
隠
之
時
へ
大
神
伺
求
拾

い
そ
　
な
づ
・
T
b
の
い
そ

・
1
・
,
ド
:
L
・
仲
　
　
　
　
　
　
　
　
人
'
-
*
-
"
J
;
.
~
‥
'
;
-
.
 
'
.
!
∴
∴
・
'

し
げ
L
ワ
て

許
、
上
生
レ
松
,
芸
至
レ
磯
。
里
人
之
朝
夕
如
二
往
事
。
叉
木
枝
人
之
如
義

引
.
。
自
レ
碩
西
方
有
二
軍
霊
前
広
各
六
尺
許
。
窟
内
有
レ
穴
。
人
不
レ
得
卜

・

・

*

'

-

'

-

 

-

'

.

 

-

・

'

ハ

一

-

:

・

∴

蝣

蝣

・

蝣

・

i

:

-

 

/

;

.

 

"

j

-

:

1

-

-

"

-

-

:

.

"

　

　

　

　

∵

.

=

・

今
、
号
l
衰
泉
之
坂
・
黄
泉
之
穴
l
也
'
(
S
)

こ
の
黄
泉
穴
に
猪
目
西
海
岸
の
洞
封
を
比
定
す
る
の
が
現
在
の
定
説
で
、
再

び
角
川
・
地
名
大
辞
典
の
説
別
を
引
け
ば
、

黄
泉
穴
,
こ
の
穴
は
現
在
の
平
田
市
猪
目
町
の
猪
目
洞
稀
と
呼
ば
れ
る
海
食

を
受
け
て
で
き
た
洞
窟
に
あ
た
る
。
昭
和
十
五
年
頃
は
崖
崩
れ
の
土
砂
で
穴
口

は
高
さ
1
S
,
栢
2
桝
ば
か
り
の
櫛
形
を
な
し
、
穴
か
ら
石
を
転
が
し
入
れ
る



と
共
鳴
し
な
が
ら
転
入
し
た
が
'
そ
の
後
土
砂
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
変

形
し
た
。
同
廿
三
年
に
港
修
築
の
際
に
こ
の
穴
か
ら
縄
文
・
古
墳
期
の
考
古
資

料
や
人
骨
十
数
休
'
副
葬
品
が
発
掘
さ
れ
'
「
古
風
土
記
」
に
い
う
黄
泉
穴
と

さ
れ
た
。
穴
口
は
現
在
で
は
崩
れ
、
高
さ
1
2
㌢
怖
3
6
桝
の
石
を
斜
辺
と
し
た

甫
些
二
角
形
で
、
奥
へ
行
-
に
従
っ
て
小
さ
-
な
り
'
3
7
桝
に
及
ぶ
漏
斗
状
を

成
し
て
い
る
o
こ
の
穴
口
か
ら
S
3

桝
の
斜
面
が
黄
泉
の
坂
に
当
る
。
猪
目
洞
田①

か
ら
の
出
土
品
は
大
社
町
公
民
館
の
収
蔵
樺
に
収
め
ら
れ
'
展
示
さ
れ
て
い
も
り

と
い
う
。
な
お
『
風
土
記
』
　
(
社
会
思
想
社
一
に
お
け
る
山
本
清
氏
の
解
説
が

l・=・.I

詳
し
い
。

%

と
こ
ろ
で
右
の
文
の
傍
線
簡
所
は
広
-
諸
家
の
従
っ
て
お
ら
れ
る
解
釈
で
あ

・

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

　

　

　

　

・

る
が
'
原
文
の
「
此
磁
窟
」
を
受
け
て
「
号
黄
泉
之
坂
・
黄
泉
之
穴
」
と
あ
る

記
城
に
従
う
限
り
'
黄
泉
之
坂
は
明
ら
か
に
「
有
様
'
高
1
丈
許
'
上
生
松
云

々
」
と
あ
る
磯
を
把
す
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
第
7
'
原
文
に
よ
れ
ば
、

広
さ
六
尺
の
対
内
の
す
ぐ
奥
が
深
さ
浅
さ
を
知
ら
な
い
穴
で
あ
る
か
ら
'
3
3
桝

◎

も
の
斜
面
を
当
時
認
め
得
た
は
ず
が
な
い
。
)
後
藤
蔵
四
郎
氏
の
説
明
さ
れ
る

「
措
H
の
浜
か
ら
1
町
ば
か
り
の
距
離
に
今
ゲ
ソ
ザ
ガ
界
と
い
ふ
岩
が
あ
る
.
」

の
が
脳
機
に
相
当
す
る
.
「
高
さ
は
7
丈
ば
か
り
'
上
に
は
松
が
あ
.
る
」
と
こ

ろ
の
脱
硫
が
正
し
-
黄
泉
泉
坂
に
当
る
と
孝
与
ら
れ
る
。
こ
の
古
代
か
ら
の
死

体
退
部
(
埋
罪
)
場
と
し
て
の
洞
窟
に
通
ず
る
径
が
や
が
て
黄
泉
国
へ
の
坂
と

考
乙
ら
れ
'
か
か
る
伝
承
を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
が
'
問
題
は
こ
の
脳
磯
の
文

の
解
釈
に
あ
る
。

<

　

　

　

　

a

　

　

　

　

　

・

_

,

°

　

　

°

　

　

　

°

丈
許
上
生
レ
松
芸
至
磁
E
J
人
之
朝
夕
如
往
来

お
の
'
諸
本
の
異
同
は
'

A
生
　
坐
(
風
土
記
抄
甲
木
'
倉
野
氏
本
)

生
　
(
高
菜
緑
木
)

B
芸
　
芸
(
風
土
記
紗
串
本
'
倉
野
氏
本
'
口
御
碕
本
)

菜
(
風
土
記
妙
乙
本
'
寓
葉
緑
木
一

C
E
H
　
里
　
(
風
土
記
紗
甲
本
'
倉
野
氏
木
)

邑
　
(
出
雲
風
土
記
解
本
)

里
(
高
菜
緑
木
)
　
(
以
上
へ
田
中
申
氏
校
訂
出
雲
国
風
土
記
に
よ
る
。
)

●

こ
の
う
ち
'
A
・
坐
は
ほ
ぼ
生
に
誤
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
'
問
題
と
す
べ

き
異
同
は
B
・
C
に
限
ら
れ
る
。
諸
家
の
代
表
的
な
訓
・
解
は
次
の
通
り
で
あ
る
0

㊦
　
上
生
二
松
菜
l
。
至
レ
域
里
人
之
朝
夕
如
E
T
往
来
H
。

菜
至
樋
里
の
四
字
は
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。

一
後
藤
蔵
四
郎
　
出
雲
国
風
土
記
考
証
)

⑦
　
上
生
二
松
木
l
芸
、
至
レ
磯
邑
人
之
朝
夕
如
二
往
来
T
。

上
に
松
の
木
生
ひ
芸
れ
り
'
磯
に
至
れ
ば
邑
人
の
朝
に
夕
に
往
通
へ
る
が
如

し
。

(
E
-
間
!
.
}
　
門
江
古
机
上
蝣
蝣
-
(
}

⑳
-
上
生
]
]
松
茂
O
至
レ
硫
里
人
之
朝
夕
邸
l
一
往
釆
d
o

上
に
松
生
ひ
て
茂
る
。
域
に
至
る
E
i
人
の
朝
夕
往
来
す
る
が
如
し
。

(
田
中
卓
氏
　
出
雲
国
風
土
記
の
研
究
)

㊤
　
上
生
レ
松
へ
芸
至
レ
礎
。
E
j
人
之
朝
夕
如
二
往
来
I
t

し

げ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

^

D

か

よ

上
に
松
生
ひ
'
芸
り
て
磯
に
至
る
。
坦
人
の
朝
夕
に
往
来
へ
る
が
如
く
'

(
秋
本
吾
郎
氏
　
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
)

⑳
　
上
生
レ
松
芸
'
至
レ
域
里
人
之
朝
夕
如
.
]
柁
来
-
'

し
げ

上
に
松
生
ひ
て
芸
り
'
戒
に
至
る
E
j
人
の
朝
夕
往
来
へ
る
が
如
く
'

り



一
加
藤
義
成
氏
　
山
吋
:
]
国
風
土
記
参
究
)

要
す
る
に
、
「
上
生
松
B
重
機
C
人
之
利
夕
如
往
来
」
の
B
'
C
開
所
に
ど

の
字
を
明
め
て
解
釈
す
る
か
で
あ
る
。
そ
し
て
'
字
義
・
字
形
か
ら
の
考
察
と
'

文
脈
・
旬
切
れ
の
而
か
ら
の
考
察
は
表
裏
の
関
係
で
あ
る
か
ら
'
ま
ず
句
切
れ

の
方
向
か
ら
検
討
す
る
。

H
　
初
旬
は
、
「
上
生
松
B
」
の
E
I
字
句
か
'
「
上
生
松
」
の
三
字
句
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
四
字
句
と
す
る
と
B
に
は
松
と
熟
す
る
'
様
態
を

ま
わ
す
名
詞
が
位
芯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
山
笠
風
土
記
の
'
有
松
林
(
_
・

聖
、
松
遊
生
(
S
)
松
繁
多
央
(
間
)
松
林
茂
繁
(
-
)
の
諸
文
例
中
、
こ
れ

に
適
す
る
の
は
'
「
松
林
」
の
み
で
あ
る
。
(
上
語
∽
-
脚
の
読
解
文
中
'
松

⑤

菜
は
論
外
で
、
他
の
「
生
レ
松
茂
(
芸
)
」
の
'
松
生
ひ
て
茂
る
(
芸
る
)
と
い●

ぅ
訓
み
は
、
変
体
洪
文
と
し
て
も
不
自
然
で
他
に
例
を
み
な
い
.
句
法
上
へ
松

°

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

茂
生
と
あ
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
.
第
T
r
芸
を
し
げ
る
に
用
い
る
例
は
な
い

⑧

か
ら
的
榊
の
訓
み
ほ
成
立
し
な
い
。
)
と
こ
ろ
が
「
枚
林
」
に
し
て
も
、
高
さ
7

丈
余
に
迦
ぎ
な
い
域
に
松
林
が
生
ず
る
余
地
も
な
く
実
際
'
数
株
の
低
い
松

が
群
生
す
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
実
態
に
も
通
さ
な
い
。
仮
に
松
林
だ
と
し
て
も
'

次
の
'
土
磯
E
l
人
云
々
の
旬
と
意
味
が
繋
が
ら
な
い
。
紙
用
へ
こ
の
松
に
統
-

B
字
が
考
え
ら
れ
な
い
以
上
へ
　
「
上
生
松
」
の
三
字
句
と
見
な
さ
ざ
る
を
柑
な

い
。

王
　
　
-
,
'
.
V
'
-
蝣
-
、
・
]
刷

次
に
B
至
磁
以
下
の
句
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
'
B
至
磯
の
三
字
を
下
文
に
続

°

　

°

け
る
と
'
1
作
何
が
朝
夕
域
に
至
る
人
の
往
来
す
る
如
-
見
え
る
の
か
'
主
体

が
明
酢
で
な
-
な
る
か
ら
'
こ
こ
も
　
B
至
磯
　
の
三
字
を
以
て
句
切
る
べ
き

で
あ
る
。

円
　
上
生
レ
松
、
B
至
レ
域
、
C
人
之
朝
夕
如
二
往
来
T

C
字
に
つ
い
て
先
に
検
対
す
れ
ば
'
邑
・
些
事
は
語
義
相
近
く
解
釈
に

さ
ほ
ど
影
響
し
な
い
か
ら
へ
仮
に
E
I
I
に
従
っ
て
お
-
こ
と
と
す
る
。
た
だ
、
後

藤
氏
の
、
死
人
と
す
る
説
天
系
脚
注
に
よ
る
)
は
頗
る
興
味
を
引
く
が
、
今

は
し
ば
ら
-
そ
の
可
能
性
を
存
す
る
に
珂
め
た
い
。

-
;
　
上
　
　
t
 
t
　
　
　
　
々
川
.
」
.
蝣
・
'
-
!

こ
こ
で
填
め
ら
れ
る
べ
き
B
字
の
条
件
を
次
に
規
定
す
る
。
仮
に
こ
の
B
字

一
t
>
X
と
　
き
掩
え
'
.
・
?
蝣
"

m
 
X
は
'
「
磯
に
至
る
」
も
の
の
立
体
で
あ
り
'
名
詞
。

惚
　
そ
の
Ⅹ
は
、
移
動
も
し
-
は
緯
過
し
柑
る
何
か
で
あ
る
。

矧
　
そ
の
Ⅹ
が
域
に
至
れ
ば
'
「
S
i
(
3
)
人
の
胡
夕
に
往
来
し
た
如
-
見

e

え
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
Ⅹ
に
適
合
し
、
か
つ
諸
本
の
芸
・
又
は
菜
に
字
形
の
近
似
す
る
字
は
今

の
と
こ
ろ
残
念
乍
ら
見
出
せ
な
い
。
た
だ
類
義
の
字
を
求
め
れ
ば
'
恐
ら
く
定

(
あ
し
お
と
)
逃
・
逓
(
あ
し
あ
と
)
和
(
こ
み
ち
)
等
の
延
長
上
に
あ
る
語

で
あ
ろ
う
。
「
人
に
似
て
人
で
な
-
、
し
か
も
そ
れ
が
海
辺
の
頓
に
移
動
・
経

過
し
て
ゆ
-
と
す
れ
ば
こ
れ
し
か
考
K
J
'
-
o
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
意
義
的
に
は

述
が
最
も
こ
れ
に
近
い
で
あ
ろ
う
。

上
生
レ
松
'
逃
?
至
レ
磯
'
E
j
人
之
朝
夕
加
二
往
事
。

字
形
而
の
難
点
を
留
保
す
る
が
'
以
上
に
よ
っ
て
'
「
平
館
へ
人
の
通
る
は

ず
の
な
い
'
磯
に
通
ず
る
山
間
に
'
踏
み
馴
ら
さ
れ
た
あ
と
が
あ
り
へ
　
(
も
し

-
は
足
音
が
甲
乙
た
り
)
あ
た
か
も
制
夕
照
人
が
往
き
通
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
し
か
も
そ
の
不
吉
な
横
に
、
誰
か
が
撃
じ
立
っ
た
か
の
如
く
'
松
の
枝
が

-I 3



引
き
班
め
ら
れ
て
い
る
。
」
と
い
う
'
生
々
し
い
E
X
仰
感
が
こ
の
伝
承
で
あ
る
と

解
釈
す
る
。

(
「
F
羽
後
飛
島
図
誌
』
の
記
す
所
に
よ
れ
ば
'
此
島
で
も
粒
壁
で
J
'
S
れ
た

拭
山
の
あ
な
た
に
海
辺
な
が
ら
芥
の
河
原
と
い
ふ
地
が
あ
っ
て
、
同
じ
-
石
地

歳
を
祭
り
'
石
試
み
の
神
怪
を
説
い
て
居
る
さ
う
で
あ
る
。
岡
を
準
え
て
そ
こ

へ
行
-
路
の
曲
り
角
に
在
る
家
で
は
'
毎
に
夜
深
く
此
坂
を
登
っ
て
行
く
人
の

足
音
を
枇
い
て
'
村
に
新
仏
の
出
来
た
こ
と
を
知
る
習
ひ
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。

そ
れ
も
雌
か
に
三
四
十
年
前
の
話
で
あ
っ
た
。
」
I
柳
田
国
男
「
弊
制
の
沿
革
に
L

⑧

つ
い
て
」
-

S

H

均

ま
た
同
じ
山
.
t
・
山
田
加
盟
の
旧
洞
戸
の
、
洞
打
内
の
小
児
の
眺
益
坊
の
付
近
の

砂
上
に
'
夜
毎
印
さ
れ
る
亡
児
の
足
跡
の
伝
説
も
想
起
づ
れ
る
。
)
r

こ
う
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
こ
の
琵
泉
之
坂
の
不
吉
な
描
写
が
'
次
の

茄
泉
之
穴
の
'
「
人
不
柑
人
へ
不
知
深
浅
也
」
と
い
う
神
秘
な
句
と
相
応
じ
、

「
夢
事
瓦
硫
討
之
辺
嘉
必
死
」
と
い
う
凶
々
し
い
伝
え
で
結
ば
れ
る
構
成
が

E
j
解
さ
れ
る
。
こ
の
点
'
後
藤
氏
が
B
字
に
死
を
祁
わ
れ
'
「
死
人
の
制
夕
往

来
す
る
が
如
し
」
と
訓
ま
れ
た
り
'
内
山
窺
竜
が
そ
の
r
出
雲
風
土
記
解
し
で
'

°

●

°

°

°

°

°

°

「
黄
泉
の
穴
へ
死
た
る
人
の
行
さ
ま
目
に
は
見
え
ね
ど
、
往
来
す
る
如
く
に
遺

3
.

馴
れ
'
木
枝
も
撃
引
た
る
如
-
た
わ
み
た
る
な
り
」
と
述
べ
た
の
は
'
文
辞
分

析
を
純
な
い
ま
ま
で
、
原
伝
承
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
鋭
-
泣
祝
し
て
い
た
と

み
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
'
か
つ
て
の
討
泉
坂
に
は
今
も
数
本
の
松
が
疎
ら
に
隼
乙
、
上
に
は
い

つ
か
ら
と
も
知
れ
な
い
小
詞
が
あ
る
。
そ
の
様
に
沿
っ
て
皆
浜
に
通
ず
る
幅
広

い
梅
柑
道
路
が
閃
か
れ
た
が
、
そ
れ
に
か
ぶ
さ
る
よ
う
な
岩
壁
の
下
、
猪
日
嗣
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1

∴
,
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泣
品
　
　
　
　
'
・
-
.
'
-
1
.
'
'

頂
上
に
赤
-
瞬
-
伯
賊
釣
机
の
漁
火
が
日
に
鮮
や
か
で
あ
っ
た
。

I
I

記
録
文
節
と
地
即
的
条
件
と
の
和
都
に
つ
い
て
は
'
伝
説
の
本
拠
が
丹
後
平

氏
火
梓
の
目
尻
照
筒
川
か
西
相
の
網
野
か
を
め
ぐ
っ
て
見
解
の
分
れ
る
浦
鳴
子

説
話
(
逸
文
丹
後
風
土
記
)
が
あ
る
.

水
江
は
必
定
網
野
に
し
て
筒
川
に
あ
ら
ず
。
筒
川
に
江
湾
の
名
の
つ
-
べ
き

な
し
.
菜
捕
島
子
は
筒
川
'
網
野
の
両
地
に
来
往
せ
し
人
な
る
ぺ
け
れ
ば
'
両

＼
　
　
　
　
　
　
　
∴
・
E
い
　
　
　
」
　
、
=
ト
　
　
㌦
,
¥
・
-
'
'
,
-
'
一
.
・
J

、
　
:
「
J
r
上
*
.
'
.
 
'
'
言
　
　
　
　
　
　
　
に
=
㌧
・
,
.
日
,
'
"
*
-
-
-
1
∵
-
‥

封
筒
川
を
主
張
さ
れ
る
説
が
依
然
と
し
て
対
立
L
t
今
日
な
お
い
ず
れ
と
も
決

⑳

し
難
い
。
確
か
に
網
野
は
浅
茂
川
の
入
江
の
水
が
澄
み
、
紗
把
た
る
海
原
に
而

す
る
砂
浜
が
続
い
て
「
渦
中
整
地
の
島
に
往
来
す
る
」
鳴
子
居
住
の
地
た
る
イ

メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
1
方
橋
川
は
「
江
湾
の
名
つ
-
べ
き
も
の
な
く
」
'
浦

島
子
を
配
る
と
さ
れ
る
宇
良
神
社
も
海
相
よ
り
山
並
を
隔
て
た
内
陸
に
あ
っ
て

・
.
t
-
i
.
;
.
 
'
-
-
*
.
,
 
'
'
ォ
'
:
'
!
蝣
'
・
-
-
.
∴
;
r
‥
　
　
-
-
'
,
,
X
:
-
:
-
'
t
 
-

筒
(
管
川
)
の
記
載
は
厳
然
と
し
て
動
か
し
得
な
い
o
両
者
の
矛
盾
は
結
句

青
E
氏
の
言
わ
れ
る
「
浦
島
子
が
両
地
を
往
来
し
た
」
の
か
、
(
こ
の
説
は
摘

出
子
を
実
在
と
す
る
上
'
両
地
を
来
往
し
た
と
す
る
点
首
竹
し
難
い
が
。
)
あ
る

い
は
伝
説
の
保
持
者
(
。
下
部
首
一
の
勢
力
の
移
動
も
し
-
は
他
の
原
因
に
よ

り
伝
説
発
生
の
地
た
る
網
野
か
ら
筒
川
へ
持
去
ら
れ
た
も
の
と
説
明
す
る
以
外

¥
'
.
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:
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関
山
は
同
風
土
記
の
著
名
な
比
治
蛮
奈
井
の
羽
衣
説
話
に
も
存
す
る
。
網
野
か

カ

ら
略
画
に
入
り
'
脚
留
川
に
沿
う
久
美
浜
街
道
を
南
下
し
二
倍
で
右
に
折
れ
て

式
内
社
比
沼
其
奈
為
神
社
に
詣
で
る
。
「
雄
略
天
J
M
-
i
二
十
一
年
丁
己
'
天
照
大

神
任
那
の
御
夢
に
話
し
あ
り
へ
丹
波
比
治
の
英
系
井
に
坐
す
御
供
都
神
等
由
気

大
神
を
伊
勢
に
祭
ら
れ
ん
こ
と
を
欲
す
云
々
」
(
止
由
気
宮
依
式
帳
等
)
と
記
さ

れ
'
比
的
山
粒
の
宇
久
次
'
小
宇
宙
谷
に
あ
り
'
盈
受
大
神
を
奉
托
す
る
。
と

こ
ろ
で
姐
土
記
　
(
古
郡
記
裏
讃
)
　
に
は
次
の
よ
う
な
説
話
を
伝
え
る
。

丹
色
目
丹
波
部
郡
家
西
北
隅
方
有
T
J
比
治
嬰
。
‥
此
坦
比
治
山
頂
有
レ
井
。
共
名

云
二
　
益
井
I
。
今
既
成
レ
沼
.
此
非
天
女
八
人
降
来
浴
レ
水
。
子
レ
時
有
.
I
老
夫
婦
一
。

苅
朝
日
二
和
姦
佐
老
夫
和
姦
佐
老
抑
1
.
此
老
等
事
瓦
井
一
両
賄
取
二
歳
天
女
7
人

衣
W
1
3

・
こ
こ
で
天
女
は
止
む
な
-
地
上
に
留
ま
り
老
夫
婦
の
子
と
な
る
.
そ
の
醸
所

の
技
術
に
よ
っ
て
老
夫
婦
は
大
い
に
富
む
が
'
後
共
の
宏
か
ら
放
逐
さ
れ
た
の

で
天
女
は
帰
る
す
べ
な
-
空
を
仰
い
で
悲
嘆
す
る
。

天
の
3
^
り
さ
け
見
れ
ば
霞
立
ち
家
路
ま
ど
ひ
て
行
方
知
ら
ず
も

-.'ii-v-riして

学
1
荒
塩
村
L
'
亦
至
]
I
丹
波
規
災
木
村
l
'
拠
二
槻
木
l
前
男
。
故
云
二
男
木
村
↓

後
学
布
野
郡
船
木
里
奈
具
村
]
即
謂
二
村
人
等
二
万
へ
此
処
我
心
成
二
茶
具
志
久
?

○

乃
単
一
爪
此
村
?
斯
所
謂
竹
野
郡
奈
只
祉
坐
豊
宇
田
能
売
命
也
　
蝣
(
5
)

と
い
う
炎
典
礼
の
縁
起
で
終
る
O

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

と
こ
ろ
で
「
郡
家
西
北
隅
方
」
に
つ
い
て
は
'
比
治
峰
山
の
西
南
に
当
る
か
ら
'

°

　

　

°

北
は
雨
の
単
純
ミ
ス
と
し
て
訂
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
'
こ
の
変
形
さ
れ
た
羽
衣
説
話
に
は
数
層
の
純
分
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

<
　
%
川
の
降
臨

川
が
神
天
皇
州
九
歳
'
天
照
大
神
遷
二
幸
何
波
之
富
佐
官
l
。
今
止
由
気
之
虫
大

神
雛
繭
契
l
 
、
天
降
居
。
二
神
合
レ
明
買
レ
繊
層
再
。
豊
字
賀
能
売
命
'
生
二
五

S
i
　
前
半
為
二
枚
酒
]
.
畢
1
御
撃
。
(
略
)
即
起
.
]
樹
神
離
於
魚
井
原
t
t
純
一
元

金
樋
代
一
'
(
丹
波
)
　
道
主
山
上
1
'
八
小
乗
'
天
日
起
命
'
里
芋
賀
能
売
命
'
率
二

御
雛
t
奉
売
荒
。
一
望
受
良
太
神
都
鎮
座
本
記
)

出
宇
可
之
売
命
'
常
居
T
Z
稲
椋
山
l
t
而
以
レ
山
為
二
厨
之
膳
処
へ
後
有
二
部
故
丁

不
レ
可
レ
得
レ
己
'
送
還
二
於
丹
波
国
比
遅
乃
腕
大
小
茸
l
。
(
古
事
記
裏
讃
所
引
摂
津

風
土
~
i
)

r
御
鎮
座
本
記
.
B
の
成
立
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
'
そ
の
中
で
止
由
気

之
　
大
神
(
穐
比
受
虫
大
神
)
と
盟
宇
賀
能
売
命
を
別
神
と
す
る
の
は
'
も
と
天

照
大
神
の
御
飲
津
神
た
る
豊
受
j
r
"
-
大
神
を
天
照
大
神
と
同
格
と
し
よ
う
と
す
る

立
川
か
ら
出
た
作
為
と
み
ら
れ
'
内
地
受
r
l
-
大
神
即
豊
字
訳
能
売
命
で
あ
ろ
う
.

択
津
風
土
記
で
は
も
と
摂
津
稲
椋
山
に
坐
し
た
豊
宇
賀
之
売
命
が
後
に
丹
技
に

移
っ
た
と
記
す
が
r
御
鉾
座
本
記
し
で
は
天
か
ら
降
居
し
た
と
記
す
。
r
倭
姫

命
冊
記
3
も
止
由
気
大
神
が
丹
波
国
与
佐
之
小
見
比
沼
之
魚
井
原
に
降
っ
た
と

す
る
か
ら
'
も
と
も
と
'
穀
神
-
盟
受
　
大
神
が
天
か
ら
降
臨
し
た
と
す
る
根

⑧

強
い
伝
承
が
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
F
御
鎮
座
本
記
.
I
で
八
小
童
が
御
桝

等
に
奉
仕
し
た
と
い
う
の
は
八
人
の
天
女
と
の
類
縁
を
思
わ
せ
る
。

n
　
羽
衣
　
(
E
C
処
せ
:
)
?
l
請

逸
文
近
江
国
風
土
記
に
伝
え
る
伊
香
小
汀
の
白
馬
処
女
説
話
と
同
根
で
'
羽

衣
を
隠
さ
れ
た
天
人
は
止
む
な
-
人
と
紙
的
し
た
が
'
後
隠
さ
れ
た
羽
衣
を
捜

⑳

し
取
り
昇
天
し
た
と
い
う
t
よ
り
本
系
に
近
い
説
話
で
あ
っ
た
は
ず
で
'
恐

ら
-
若
狭
・
丹
波
に
居
住
し
た
渡
来
人
の
伝
え
た
外
来
説
話
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

las



C
　
波
米
人
の
共
用
の
'
生
活
苦
難
の
体
験
か
ら
の
変
形
。
あ
る
い
は
山
⊥
l
種
疏

離
誰
の
型
に
よ
る
変
形
。

神
目
秀
夫
氏
の
説
か
れ
る
よ
う
な
「
竹
野
郡
奈
具
社
の
白
馬
処
女
説
話
は
天

之
日
矛
の
一
同
の
丹
後
を
経
過
し
た
前
後
の
'
師
弟
生
活
の
苦
難
の
体
験
か
ら

創
出
さ
れ
た
も
の
が
'
こ
れ
に
接
触
し
た
日
本
人
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
0
」
「
帰
れ
な
-
な
っ
た
外
来
者
を
作
者
と
見
な
す
と
き
'
こ⑳

の
奈
具
社
に
祭
ら
れ
た
天
女
の
話
は
は
じ
め
て
真
に
生
き
て
-
る
o
L
(
天
日
矛
)

文
化
の
教
師
で
も
あ
っ
た
渡
釆
人
の
苦
難
の
体
験
が
本
来
の
白
馬
説
話
を
変
形

さ
せ
て
い
る
と
す
る
。
あ
る
い
は
折
口
信
夫
氏
の
「
山
H
柿
流
離
評
」
の
型
の
1

つ
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

よ
っ
て
簡
単
に
図
式
化
し
て
み
る
と
t

A
　
悶
有
の
'
穀
神
の
降
臨
伝
承
の
「
基
鍛
」

t
^

B
　
外
来
の
'
羽
衣
説
話
の
「
受
容
」

C
　
渡
来
人
の
現
実
の
生
泊
休
的
・
ま
た
は
貴
和
統
離
^
蝣
蝣
=
に
よ
る
「
変
形
」

と
い
う
三
周
の
重
合
の
上
に
こ
の
比
治
真
奈
井
の
羽
衣
説
話
が
成
立
し
た
も

の
と
考
え
る
。

そ
こ
で
こ
の
伝
承
の
地
班
的
条
件
を
吟
味
す
れ
ば
'
第
7
に
問
題
と
な
る
の

が
天
女
の
降
っ
た
と
す
る
比
治
夫
大
小
井
の
所
在
の
由
を
何
処
に
如
て
る
か
で
あ

1

0

-

く
ひ
し

比
桁
山
(
菱
山
・
7
名
咋
石
席
'
現
久
次
放
)
と
す
る
地
名
大
群
典
等
の
説

に
対
し
'

ア

㌢

ウ

ラ

　

　

　

イ

サ

ナ

ゴ

足
古
山
(
1
宕
磯
砂
山
　
t
o
桝
)
　
を
こ
れ
と
す
る
別
説
が
あ
る
。
鱒
留
川

を
朋
て
'
東
南
の
奥
に
準
え
て
航
海
の
日
概
と
も
な
っ
た
と
い
う
山
で
あ
る
が
'

地
名
大
和
典
は
こ
れ
を
「
近
時
帖
に
流
布
す
る
偽
作
風
土
記
の
所
伝
」
と
す

t
ハ
,
'
し
か
し
r
丹
k
の
=
-
^
I
J
　
(
日
米
は
T
J
n
 
l
¥
只
部
の
'
i
s
-
-
J
m
少
し
　
(
両

川
出
版
)
等
案
内
書
の
類
も
こ
の
間
砂
山
と
す
る
の
が
多
い
O
し
か
し
原
初
伝

承
に
関
す
る
限
り
'
「
比
治
的
'
此
判
比
治
山
頂
」
や
比
遅
乃
麻
奈
葦
(
摂
津

風
土
記
)
比
治
実
奈
井
(
止
山
気
宮
偵
式
帳
一
の
記
載
か
ら
し
て
も
現
称
の
比

的
　
に
比
定
す
る
大
勢
は
動
か
な
い
。
か
つ
本
文
の
「
千
時
其
家
豊
'
土
形
富
」

と
あ
る
の
は
耕
田
が
開
け
津
概
の
発
達
し
た
鱒
留
川
に
沿
う
里
に
つ
い
て
の
伝

承
で
あ
ろ
う
か
ら
'
こ
の
点
か
ら
も
磯
砂
山
は
条
件
に
そ
ぐ
わ
な
い
。

ロ

毘

[

3

2

(
な
お
土
形
と
は
秋
本
氏
頭
注
で
は
「
泥
潟
の
意
。
水
に
乏
し
い
山
地
の
姉

殊
な
環
桝
適
地
を
い
う
。
」
と
さ
れ
る
が
'
土
地
的
止
沃
'
土
体
豊
沃
(
空
士
体

色
思
(
間
)
　
の
例
か
ら
も
'
も
と
も
と
土
地
の
形
体
の
義
で
、
そ
れ
が
英
大
な

財
に
よ
っ
て
豊
か
な
収
獲
を
あ
げ
る
よ
う
に
改
良
さ
れ
た
と
い
う
の
が
「
土
形

i
;
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
で
な
け
れ
ば
'
「
邦
家
盟
へ
土
形
呂
」
と
い
う
対
義

を
な
し
難
い
。
そ
し
て
こ
の
水
利
に
伸
な
地
を
ヒ
ジ
カ
タ
と
称
し
た
も
の
と
す

る。)第
二
の
問
題
と
し
て
、

此
里
比
治
山
頂
有
レ
井
'
共
多
事
1
共
益
井
丁
今
既
成
レ
沼

と
い
う
'
少
な
か
ら
ず
討
異
の
念
を
抱
か
せ
る
記
串
で
あ
る
。
山
頂
に
井
の

あ
る
こ
と
も
柿
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
井
が
班
に
沼
と
な
る
と
い
う
事
は
殆
ど
和

⑬

解
の
外
に
あ
る
Q
　
(
そ
も
そ
も
羽
衣
説
話
自
体
が
奇
異
で
あ
る
と
い
え
よ
う
が
t

L
か
し
こ
の
比
治
山
の
記
述
は
不
実
に
沿
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
)

吉
田
氏
の
地
名
大
群
典
に
、
大
八
洲
雑
誌
の
紀
行
文
を
引
い
て
「
其
山
(
比

的
山
)
　
に
窮
奈
井
の
水
あ
り
と
い
ヘ
ビ
も
'
今
は
さ
る
さ
ま
の
井
も
見
え
ず
。

風
土
記
に
も
頂
に
井
あ
り
共
名
を
ま
な
ゐ
と
い
ふ
。
今
既
に
沼
と
な
り
'
此
井

に
天
女
八
人
降
り
来
り
'
水
を
浴
す
と
あ
れ
ば
、
そ
の
か
み
早
-
沼
と
な
り
て

6 I-



a
s

践
し
に
ゃ
あ
ら
ん
。
さ
て
又
此
比
治
を
比
沼
と
も
古
苗
に
と
り
ど
り
に
あ
れ
ど
、

い
づ
れ
を
誤
と
も
定
が
た
し
(
略
)
か
ら
-
し
て
頂
に
至
れ
ば
小
松
あ
る
ひ
は

・

　

・

　

・

　

・

荊
琳
生
茂
り
て
何
も
な
し
云
々
(
以
上
明
治
三
十
年
の
頃
飯
田
氏
の
紀
行
に
見

ゆ
る
説
な
り
　
-
　
中
郡
咋
岡
神
社
の
項
)
と
記
し
て
い
る
。
現
在
登
っ
て
み
て

も
、
た
だ
こ
の
記
事
を
追
認
す
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
'
思
う
に
山
折
の

井
・
沼
の
記
載
は
次
の
よ
う
な
事
情
に
由
来
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
表
名
井
と
は
'
大
神
宮
詣
雑
事
記
・
倭
姫
他
記
に
其
井
原
と
も
あ

る
こ
と
か
ら
'
元
々
山
頂
に
あ
っ
た
井
と
は
孝
与
ら
れ
な
い
し
'
天
か
ら
降
り

①

来
っ
た
天
女
の
浴
す
る
井
泉
も
山
頂
に
あ
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
。
(
伊
香

小
汀
の
例
)
更
に
、
穀
神
信
仰
と
こ
の
裏
奈
井
が
結
び
つ
い
て
い
る
な
ら
ば
、

な
お
の
こ
と
山
頂
に
あ
る
べ
き
井
で
は
な
い
。
三
倍
村
に
'
盟
受
大
神
が
は

じ
め
て
相
を
噂
冬
り
れ
た
と
い
う
月
輪
田
が
あ
り
'
又
最
初
に
和
紙
を
浸
さ
れ

た
詔
井
と
い
う
括
水
戸
《
稲
稚
渋
井
又
は
苗
代
水
と
も
い
う
)
)
が
苗
代
村
に
あ

る
。
)
た
だ
神
々
(
監
受
大
神
)
　
の
降
臨
す
る
易
所
と
し
て
は
山
頂
で
あ
る
こ
と

が
必
須
で
あ
っ
た
か
ら
へ
A
・
B
両
形
の
重
合
で
あ
る
こ
の
説
話
で
は
結
局
へ

・

・

・

・

山
頂
の
井
と
し
て
語
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
こ
の
説
話
が
編
成
さ

れ
る
過
程
に
あ
っ
て
の
無
意
識
的
な
操
作
の
庄
物
が
こ
の
「
山
頂
の
井
」
と
い

う
表
別
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
第
三
に
、
「
そ
の
非
が
今
は
沼
と
な
っ
た
」

と
い
う
記
述
で
あ
る
が
'
無
意
味
に
か
か
る
句
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
か
ら
'
恐
ら
-
当
時
の
地
形
の
変
動
が
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解

す
る
。
山
腹
若
し
-
は
山
越
に
あ
っ
た
は
ず
の
神
を
肥
る
神
聖
な
井
'
比
治
真

奈
井
が
当
時
既
に
沼
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
実
態
で
あ
る
。
そ
の
例
証
と
な
る

の
が
比
治
麻
奈
為
社
に
つ
い
て
治
・
沼
両
様
の
表
記
で
あ
る
。
今
へ
諸
史
料
の

記
載
を
確
か
め
る
。

・
治
と
記
す
も
の

比
治
麻
奈
為
社
一
延
古
式
神
名
帳
武
田
祐
吉
氏
蔵
本
へ
及
び
神
宮
邪
例
貼
)

・
沼
と
記
す
も
の

比
沼
麻
奈
為
社
一
姫
古
式
神
名
帳
の
武
田
氏
蔵
本
を
除
く
諸
本
、
神
祇
史
料
一

丹
波
国
与
佐
之
小
見
比
沼
之
触
井
原
坐
(
盟
受
虫
大
神
銭
坐
本
記
'
倭
如
命
=
付

記
。
な
お
「
止
由
気
宮
憐
式
帳
の
諸
本
は
沼
・
治
両
様
で
あ
る
が
「
外
蝣
>
2
伐
式

●

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

⑳

解
本
」
で
は
沼
を
正
し
い
と
記
す
。
)

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

而
し
て
摂
津
風
土
記
「
比
遅
乃
麻
奈
葦
」
に
徴
し
て
も
'
当
初
治
で
あ
っ
た
こ

と
は
疑
う
べ
-
も
な
い
。
ま
た
、
治
・
沼
は
す
こ
ぶ
る
訳
写
し
易
-
、
風
土
記

°

中
に
も
そ
の
例
が
み
え
る
。
(
倉
野
氏
本
字
乃
拾
比
古
命
を
、
抄
本
・
万
光
線

●

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

°

に
-
z
:
.
-
>
'
-
:
"
:
∴
?
+
:
)
・
'
:
比
」
」
V
;
>
'
V
.
:
U
¥
"
蝣
:
.
¥
'
-
-
"
-
r
'
Z
汁
_
・
」
・
.

°

　

　

°

で
「
沼
は
治
の
誤
」
と
す
る
が
単
な
る
紙
上
の
誤
写
が
'
か
か
る
由
紺
あ
る
社

°

名
、
地
名
に
ま
で
勢
力
を
及
ぼ
し
得
る
も
の
か
'
た
と
え
7
且
比
沼
と
j
^
r
i
伝
し

●

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

た
と
し
て
も
付
近
地
名
に
比
治
が
定
着
し
て
い
る
以
上
容
易
に
比
治
に
復
元
し

°

得
た
で
あ
ろ
う
の
に
放
て
比
沼
の
表
記
を
堅
持
せ
し
め
た
要
因
は
何
か
、
や
は

●

り
こ
こ
に
へ
尖
際
に
沼
が
あ
り
へ
後
そ
の
沼
が
漸
次
干
拓
さ
れ
て
い
っ
た
実
態

°

　

　

　

　

　

　

°

が
あ
っ
た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
井
の
表
記
が
為
字
に
変
え
ら
れ
た
の

も
、
沼
と
井
と
の
誼
授
表
記
を
避
け
た
為
で
あ
ろ
う
。
)

要
す
る
に
風
土
記
の
伝
え
る
「
比
治
山
項
有
井
、
井
名
石
共
奈
井
、
今
既
成

沼
」
の
記
事
は
、
山
頂
と
あ
る
作
為
を
除
け
ば
'
正
し
-
当
時
の
地
勢
の
実
態

°
°

を
反
映
し
て
い
る
と
窄
見
る
。
富
田
東
伍
氏
の
「
芸
比
沼
は
泉
井
の
洞
れ
て

(
調
ゆ
る
度
会
に
移
さ
れ
て
)
後
の
名
に
し
て
其
井
を
古
名
と
す
」
　
(
地
裁
大

・

・

　

　

・

・

・

辞
典
比
肩
麻
奈
為
祉
)
の
記
述
は
比
沼
に
干
た
田
の
語
感
を
認
め
て
お
ら
れ
る

よ
う
で
あ
る
L
t
水
野
祐
氏
も
'
・
「
比
治
山
の
頂
に
真
奈
井
と
い
う
訂
井
が
あ

7



り
、
当
時
そ
こ
は
沼
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
式
内
社
の
比
沼
麻
奈
為
神
社
と

い
う
の
は
こ
の
沼
に
因
ん
だ
社
名
で
あ
ろ
う
。
r
倭
姫
命
=
J
記
.
)
に
比
治
が
比

⑳

沼
と
古
か
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
伝
説
に
も
と
づ
-
地
名
で
あ
ろ
う
0
」
　
と
述

べ
ら
れ
る
。
(
た
だ
私
見
は
こ
れ
を
伝
説
と
は
し
な
い
で
'
こ
れ
を
事
尖
に
基
づ

く
と
す
る
。
)
再
び
地
名
大
群
1
-
L
ハ
に
拠
る
が
'
比
沼
麻
奈
為
社
の
存
す
る
神
戸
郷

の
北
に
新
治
郷
と
あ
り
、
「
火
八
洲
雑
誌
云
、
田
代
村
へ
稲
代
谷
と
い
ふ
も
あ

り
こ
こ
は
則
山
芋
気
大
神
を
い
に
L
へ
祭
り
し
処
な
り
と
云
伝
ふ
。
大
神
の
御
田

の
稲
種
を
ひ
た
L
L
処
な
り
と
て
井
あ
り
'
そ
こ
に
酉
代
田
と
云
ふ
が
今
も
あ

り
て
」
云
々
と
記
す
。
こ
の
鰭
留
川
流
域
に
早
-
か
ら
井
泉
が
溺
き
、
戯
誹
が

開
け
、
穀
神
信
仰
が
成
.
A
し
て
い
っ
た
布
様
が
う
か
が
え
る
。
も
ち
ろ
ん
沼
沢

も
散
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
(
実
際
、
こ
の
比
治
山
越
は
峻
し
い
山
々

か
ら
流
れ
出
た
鱒
留
川
の
枝
川
が
合
流
し
て
沼
沢
を
作
り
易
い
地
形
で
あ
る
.
)
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沼
麻
奈
為
の
古
社
の
近
-
に
存
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。
た
だ
そ
れ
が
天
女
-

穀
神
の
降
臨
と
い
う
説
話
に
組
み
込
ま
れ
て
そ
の
所
在
を
山
頂
に
移
し
て
語
ら

れ
た
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
「
比
治
山
.
g
布
レ
非
云
々
」
の
1
見
刑
解
し
難
い
去
現
を
通
じ
て
'
説

話
の
基
盤
と
し
て
の
穀
神
降
臨
の
原
伝
承
の
存
在
'
及
び
「
今
既
成
沼
」
に
は

当
時
の
地
形
の
実
態
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
の

鱒
習
川
流
域
の
'
柿
状
の
狭
い
な
が
ら
;
:
思
か
な
沃
土
の
上
に
培
わ
れ
た
穀
神
信

仰
の
基
盤
の
上
に
'
い
つ
の
頃
か
ら
か
羽
衣
説
話
が
持
ち
運
ば
れ
'
こ
れ
と
習

合
し
た
が
、
も
と
も
と
基
盤
の
弱
い
こ
の
説
話
は
'
当
初
の
比
治
の
地
を
離
れ

て
現
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
磯
砂
山
や
そ
の
必
鰭
留
の
乙
女
神
社
に
移
っ
て
ゆ

e
く
。
説
話
の
舞
台
移
動
の
実
例
の
1
つ
と
し
て
参
堵
す
べ
き
で
あ
ろ
う
0
そ
し
て

今
も
な
お
こ
の
丸
上
l
種
抗
離
に
似
た
、
漂
泊
の
天
女
の
悲
劇
に
心
を
惹
か
れ
て
'

こ
の
・
比
'
-
,
蝣
j
-
'
-
r
-
‥
　
　
り
=
.
・
∵
"
-
Z
.
V
*
 
"
'
*
*
∴
・
・
=
(
山
　
い
・
1
小
-
j
.
1
<
:
U
.
i
.
;
?
_
.

以
上
は
風
土
記
の
文
辞
と
地
理
的
条
件
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
考
察
し
た
拙

い
論
考
で
あ
る
3
　
1
応
の
問
題
は
提
示
し
た
机
り
で
あ
る
が
見
落
し
の
多
い
点

ど
教
示
を
柑
ら
れ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
な
お
原
題
は
風
土
記
三
題
と
し
て
神
島

(
播
磨
・
択
保
郡
)
　
に
つ
い
て
触
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
紙
数
の
都
合
上
省
略

し
た
。
終
り
に
、
比
沼
麻
糸
為
社
に
つ
い
て
種
々
教
示
頂
い
た
宮
司
中
沢
起
1

郎
氏
に
紙
上
を
間
り
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

注
①
　
こ
の
解
説
は
大
筋
へ
加
藤
義
成
氏
r
出
雲
凪
土
記
参
究
ナ
に
拠
っ
た

../

も
の
と
思
わ
れ
る
。

◎
　
同
F
.
=
の
'
「
出
望
風
土
記
、
五
'
武
泉
の
穴
」
　
(
　
-
S
p
.
)
K
に

:
・
:
∴
い
‥
∵
'
.
:
l
l
:
;
一
　
　
　
　
　
∴
い
蝣
l
_
-
〓
-
'
.
*
.
I
~
*
　
・
'
・

国
史
跡
総
覧
j
西
日
本
茄
な
ど
解
説
が
多
い
。
な
お
こ
の
地
は
'
「
猪

日
耐
紺
迫
物
包
含
肘
」
と
し
て
国
史
跡
に
指
定
3

㊥
　
後
藤
成
四
郎
氏
F
考
証
」
や
加
藤
義
成
氏
r
参
究
.
I
そ
の
他
t
 
F
風

土
記
ふ
.
中
の
山
本
清
氏
'
森
浩
1
氏
等
の
論
。

④
　
後
藤
氏
は
r
T
黄
泉
の
坂
」
と
も
い
は
れ
る
も
の
は
'
梅
際
か
ら
打
の

口
ま
で
の
問
を
い
ふ
。
」
　
(
老
証
)
　
と
さ
れ
る
が
'
海
際
の
只
の
口
を
わ

ざ
わ
ざ
'
坂
と
名
づ
け
る
と
は
考
-
冬
り
れ
な
い
。
西
郷
信
網
氏
は
「
黄

泉
坂
と
黄
泉
穴
は
同
格
と
な
っ
て
お
り
'
つ
ま
り
坂
が
穴
と
な
っ
て
い

る
の
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
(
「
古
代
人
の
歩
)
　
1
2
4
頁
)
と
説
か
れ
る

が
'
原
文
は
別
働
の
記
述
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
、
坂
は
坂
'
穴
は
穴

8



で
決
し
て
寮
義
語
で
は
な
い
。

㊥
　
後
藤
氏
は
r
増
誰
1
で
'
「
煎
薬
」
一
ナ
ヅ
ナ
)
と
す
る
説
を
出
し
て

お
ら
れ
る
が
従
え
な
い
。

⑥
　
芸
は
香
華
ま
た
は
物
多
配
の
義
が
あ
る
が
後
者
の
場
合
'
茂
が
1

般
で
'
芸
が
用
い
ら
れ
る
例
は
他
に
み
な
い
。

①
　
例
え
ば
秋
本
氏
は
こ
の
侍
所
で
、
「
上
に
松
生
ひ
芸
り
て
磯
に
至
る
」

と
い
う
訓
解
を
示
さ
れ
る
が
'
「
礎
に
生
え
て
い
る
松
が
磯
に
至
る
」

と
い
う
の
は
明
白
な
自
己
矛
盾
で
あ
る
L
t
　
「
E
]
人
之
朝
夕
如
往
来
」

に
つ
い
て
も
'
「
か
か
る
絶
哩
の
地
に
も
実
際
に
人
が
通
っ
て
-
る
こ

と
を
記
し
た
」
と
注
さ
れ
る
が
'
脱
文
に
如
と
あ
る
以
上
'
往
来
す
る

の
は
里
人
で
あ
り
得
な
い
の
は
塑
り
か
で
あ
る
。
加
藤
氏
は
F
参
究
L

で
万
葉
四
三
七
五
番
歌
を
引
か
れ
、
松
が
往
来
の
人
の
様
に
見
え
る
の

を
い
っ
た
」
と
説
か
れ
、
細
の
意
義
を
生
か
さ
れ
る
が
'
し
か
し
生
え

て
い
る
松
は
至
と
は
亭
乙
な
い
し
'
到
る
処
の
丘
陵
の
松
は
み
な
そ
の

よ
う
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
か
ら
'
こ
の
節
所
に
必
然
す
る
解
と
も
言
い

難
い
。

蝣
y
木
抑
日
日
=
1
7
全
f
(
叩
十
:
-
^
J
m
 
i

㊥
　
こ
の
項
箪
氷
清
子
氏
教
示
。

⑲
　
筒
川
を
支
持
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
水
野
祐
氏
『
古
代
社
会

‥
∴
3
:
C
-
'
-
'
i
'
-
-
'
-
・
"
・
"
.
蝣
.
'
'
:
!
蝣
!
-

㊥

マ
マ

伝
説
は
'
丹
波
国
中
郡
比
故
山
の
伝
説
と
し
て
'
「
(
前
略
)
子
供
は
父

が
い
つ
も
大
出
柱
を
押
む
の
で
母
に
知
ら
せ
る
'
天
女
は
柱
の
班
木
穴

の
あ
る
の
を
見
て
'
そ
れ
を
取
っ
て
羽
衣
を
発
見
す
る
。
天
女
は
も
う

飛
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
'
逃
れ
て
丹
波
の
里
に
住
む
。
(
旅
と
伝
説
ニ
ー

≡
-
堕
ニ
」
と
い
う
'
よ
り
本
系
に
近
い
型
を
伝
え
る
。

日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
r
日
本
神
話
』

按
に
、
風
土
記
神
女
の
物
語
は
'
盟
受
天
降
の
故
事
と
相
田
め
る
も

(
-
蝣
-
Z
-
-
"
i
l
R
h
∵
ト
、
　
　
　
　
　
　
　
　
芋
、
‥
[
.
・
‥
蝣
-
.
-
I

比
治
山
に
お
け
る
原
伝
承
が
'
後
、
磯
砂
山
に
転
移
し
た
の
は
'
比

、
・
-
^
-
'
*
/
-
,
-
サ
~
.
'
,
'
'
　
　
に
.
"
*
,
-
^
S
/
-
j
}
¥
'
-
*
*
'
?
・
ハ

に
ふ
さ
わ
し
い
と
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

た
だ
へ
中
沢
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
'
「
磯
砂
山
頂
に
は
'
時
と
し
て

水
が
潤
っ
て
径
十
米
程
に
な
る
所
が
あ
る
。
し
か
し
沼
と
い
え
る
程
の

も
の
で
は
な
い
。
」
「
比
治
山
の
中
腹
に
、
拙
井
の
段
と
い
う
'
貢
益
井

の
水
を
移
し
た
霊
跡
と
伝
え
る
所
が
あ
る
が
'
と
こ
に
も
甲
b
L
さ
も

の
は
な
い
」
と
い
わ
れ
る
。

保
氏
r
浦
島
説
話
の
研
究
」
等
。

お
お
が
み
の
も
り

⑪
　
比
沼
麻
奈
為
神
社
の
所
伝
で
は
、
「
久
次
山
の
刊
近
く
r
大
神
祉
j

あ
り
'
大
神
銃
座
の
地
と
し
て
千
古
不
伐
の
仙
境
'
共
の
近
-
に
F
降

神
岩
1
あ
り
'
大
神
が
五
穀
及
種
々
の
食
物
を
奉
ら
れ
た
机
代
の
石
と

伝
え
ら
れ
る
」
と
あ
る
。

⑫
　
関
敬
吾
氏
「
日
本
昔
話
大
成
」
2
所
収
'
京
都
府
綾
部
市
天
女
谷
の

「
出
雲
や
丹
波
な
ど
に
み
ら
れ
る
真
名
非
の
信
仰
は
U
.
井
で
あ
り
そ

の
所
在
は
決
し
て
山
上
に
限
る
も
の
で
は
な
-
、
海
岸
で
も
よ
い
。
海

産
物
に
恵
ま
れ
た
浜
辺
で
'
し
か
も
霊
水
の
流
出
す
る
井
の
周
辺
に
人

.
1
I
・
、
-
"
蝣
J
(
圭
・
i
^
.
'
^
r
T
-
・
.
.
_
」
-
1

円
神
道
大
系
』
に
よ
る
。

H
C
 
f
-
~
i
‥
∴
し
　
　
し
い
・
.
J
h
　
一
i

磯
砂
山
班
字
大
路
の
乙
女
神
社
は
'
天
か
ら
降
臨
し
た
約
女
天
女
)

を
紀
る
と
伝
え
る
。
な
お
近
-
に
代
々
安
迂
三
右
街
門
を
名
乗
る
旧
家

が
あ
り
'
風
土
記
に
い
う
'
和
姦
佐
老
夫
の
後
両
と
伝
え
る
。
な
お
天

女
天
降
り
の
軸
物
や
'
当
時
の
矢
、
矢
壷
な
ど
を
伝
来
す
る
が
'
七
月

七
口
以
外
は
他
の
披
見
を
許
さ
れ
な
い
由
。
(
中
沢
氏
教
示
一

(
大
谷
女
子
大
学
教
授
一




